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１．プレイスメイキング等の実証実験の実施内容  

活動名 

屋外コミュニティ空間を活用したまちづくり 

千代田区プレイスメイキング実証実験イベント 

公園でつながる 

主催者 あるまっぷ CHIYODA（コミュニティパートナー株式会社）  

主催者住所 千代田区六番町 1-1 恩田ビル 3 階 スマートスタート内 

実施エリア 東郷元帥記念公園 

活動の目的 

・草の根的に活動する市民団体・企業・行政の交流・ネットワーク形成 

・地域で活動する団体・自治会の情報提供・収集 

・協働事業の推進 

・障害者の就労体験の場づくり 

・住民の憩いの場づくり 

活動概要 

＜コンテンツ内容＞ 

① 活動紹介の場 

市民活動団体や町会・地元企業等が行っている活動内容を、モニターを使用して発表を行

い、来場者や発表者同士の交流・協働を促す紹介の機会をつくった。 

【活動紹介者】  

・三番町町会  

・アマルフィファーム 

・ベリンダ保育園  

・ちよダン 

・D&A Networks 

・Colorful LABO 

・大学生と宿題を進める会  

② くつろぎコーナー 

（薪ストーブ・人工芝・椅子テーブル設置）  

薪ストーブ・人工芝を設置し、憩いの空間を作った。椅子とテーブルのセットやキャンプ椅

子、人工芝で飲食などができるようにした。 

③ 焼き芋体験 

サツマイモをアルミホイルに包む作業を子どもたちに行ってもらい、大人のスタッフが BBQ

台で焼いた焼き芋を無償提供した。用意した焼き芋は 100 個で、予約制とし、すべて予約

が埋まった。 

④ 万華鏡体験 

秋葉原駅の高架下にお店がある「創心万華鏡」さんに協力いただき、先端にビー玉がついて

いる万華鏡の貸し出しを行い、公園の緑や人の表情を見て楽しめるワークショップを行っ

た。（貸出は 30 分間） 

⑤ 木育ワークショップ 

普段森林と触れ合う機会がない都心部の子どもたちに木の魅力を伝えるため、都内で切っ

た間伐材を使用した、木のキーホルダー作りを行った。 

⑥ キッチンカー 

千代田区の障がい者就労支援施設「ジョブ・サポート・プラザちよだ」のスープなどのフード

販売、地元のコーヒー店「ジュピターズコーヒーロースターズ」のコーヒーを販売した。販売や

接客には上記施設の利用者さんも参加し、就労を通して地域の方と直接触れ合う機会をつ

くった。 

また、人が集まって軽食をとれるようにすることで、公園で誰もがゆっくりと楽しむことがで

きる場になるようにした。 
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実施 

スケジュール 

企画 

段階 

10 月 2 日：環境まちづくり総務課占用係打合せ 

企画内容の説明を行い、公園占用申請に向けての協議を実施した。 

１０月 17 日：ジョブサポ打ち合わせ 

企画説明・内容を考えた。キッチンカーで販売するものは有料とし、集客のための駄菓子詰

め放題は無償提供としたため、本実証実験の活動資金から捻出した。 

10 月 27 日：万華鏡打ち合わせ 

イベント開催日に近い日程で、東郷公園近くの「番町の森」への出店（有料ワークショップ）

があったため、無料で参加できる内容を検討した。結果として万華鏡の貸出を行うことにな

った。 

10 月 30 日：消防署へ届出 

イベントの企画書（レイアウト図）を持参し、火気使用の届け出を行った。消火器や水バケツ

の用意のアドバイスをいただいた。原則として強制ではなく、あくまで指導であった。 

11 月 2 日：町会への説明 

九段四丁目、三番町、四番町町会の町会長さんへ、区からアポイントをとっていただき、麴

町出張所でイベントの主旨と内容をお話しした。子どもの怪我がないように安全管理を徹底

することを伝えた。 

11 月 8 日：保健所 

焼き芋の管理方法や、焼く際の注意点・保管方法などのアドバイスを受けた。 

11 月 9 日：消防団第二分団打ち合わせ 

イベント当日の見守り役を地元の消防団に相談。調整の上、今回は消防団への協力依頼は

しないことにした。 

11 月 22 日：九段小現地視察 

準備・ 

施工 

段階 

１１月１０日：レンタル業者への見積もりを依頼 

12 月 16 日：九段小への搬入立ち合い 

実施 

段階 

11 月 23 日：延期 

告知期間が短かったため、イベントを延期した。当日は電話での対応と、現地での説明を実

施した。電話での問い合わせは 2 件、現地では特に問い合わせはなく、子どもたちが通常通

り遊んでいた。各町会、小学校等へは事前に電話で事情を説明し、振替日の案内を行った。 

12 月１７日：イベント実施 

実施体制 

・企画段階では、2 名がメインで動いていた。 

・当日はボランティアスタッフ９名 

・発表者６名、ワークショップスタッフ４名  

・キッチンカー４名 

・当日の午前中に火気の扱いについて消防署のチェックを依頼した。 

広報活動の内容 
ホームページ・SNS での告知、九段小学校への周知、番町小学校 PTA への周

知、町会への周知 
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２．プレイスメイキング等の実証実験の実施状況  

活動紹介の場 くつろぎコーナー① 

  

焼き芋体験 万華鏡体験 

  

木育ワークショップ キッチンカー 
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３．実施の効果 

参加者へのアンケート調査（回答者数 12 名） 

■活動参加の感想（複数回答可） 

〇一位：楽しかった：11 名、二位：参加者と交流できた：7 名、三位：ゆっくりとした時間を過ごせた：5

名。 

■楽しかったコンテンツ（複数回答可） 

〇一位：焼き芋：10 名、二位：くつろぎコーナー：７名  

■公園での火気の使用に対する不安の有無  

〇全く不安を感じなかった：12 名（100%） 

■日常的な活動開催の意向 

〇月に 1～2 回程度：12 名、四半期に 1～2 回程度：1 名（日常的な公園遊びができなくなるため）  

  

図 活動参加の感想（n=12：複数回答） 図 楽しかったコンテンツ（n=12：複数回答） 

 

 

図 日常的な活動開催の意向（n=12） 
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４．実施上の課題 

活動を進める 

上での課題 

企画 

段階 

【占有許可申請までのハードル】 

 公園の占有許可申請書を出すために、必要な書類を景観・都市計画課と打ち

合わせを行い、道路占用の許可がおりるまでに何度も調整するのが大変だっ

た。 

【リスク管理】 

 前例のある焼き芋から挑戦することとなり、前回（道路公園課のやったもの）

と同水準のリスク管理が求められた（沢山の人手があることに越したことはな

いが、消防署の求める最低限以上に徹底されており、真似するのが予算上き

つい）。 

 道路公園課へのヒアリングの場を設けていただけたのは有難かった。 

【無料コンテンツ】 

 ワークショップや焼き芋代を、すべて無料で行うため、やりくりが大変。キッチ

ンカーも利益をワークショップ準備経費にあて、利益がでないように運営した

ため、継続性の観点から難しさを感じた。 

 今回は区内の福祉施設という理由から、ジョブサポさんへの寄付で OK にな

ったが、他の業者を呼べない or経費でうまくやりくりしてもらえるよう頼むし

かない。 

【電話番号】 

 広報千代田に掲載する際に電話番号の記載が必須であったため、新規の番

号を取得した。 

準備・ 

施工 

段階 

【機材の置き場所】 

 レンタル業者の納品時間の指定をするとプラス 10 万円かかったため、前日

の搬入とすることにした。 

 公園への仮置きが不可であったため、九段小の駐車場に無償で置かせていた

だいた。 

 それができなかった場合は、警備員の常駐や当日のトラック手配などの費用

がかさむことが考えられたので、仮置きができてよかった（子ども施設課と連

携していただいた）。 

実施 

段階 

 九段小からの機材の移動に、男手がたくさん必要となった。 

 また、当日はボランティアで人手を集めたが、早朝から夕方まで手伝っていた

だいたので、人件費を少しでも予算から捻出できればよかった。 

 

５．収支状況 

実際の収支状況 

【収入総額：5４万円】 

 千代田区活動支援金：50 万 

 主催者負担：4 万 

【支出概要：54 万円】 

 什器等のレンタル費：37 万 

 什器等の購入費：5 万 

 イベント事業費：12 万 

 


